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令和6年度 ⼀般研修資料

令和7年3月 環境管理事務局
（環境企画課）



1. 「仙台市環境行動計画」について

2. 目標達成に向けた主な取り組み等について

（１）二酸化炭素排出量削減に向けた主な取り組み

（２）一般廃棄物排出量削減に向けた主な取り組み

1. グリーン購入の推進について

2. 公共交通利用の推進について

3. おわりに

研修内容
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「仙台市環境行動計画」とは

行政機関として、また大規模事業者の社会的責任として、
率先して環境負荷の低減を図るため、本市独自に策定した
環境マネジメントシステム

 「杜の都環境プラン」における市の率先行動の推進を図る上で
重要な計画

 PDCAサイクルにより環境負荷低減を推進

１．「仙台市環境行動計画」について
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対象 全ての庁舎・施設

（指定管理者が管理運営する施設、PFI施設等を含む）

計画期間 令和３年度～令和12年度（10年間）

※令和７年度中間評価



１．「仙台市環境行動計画」について

個別計画

仙台市基本計画

仙台市環境基本条例

杜の都環境プラン
（仙台市環境基本計画）

仙台市環境行動計画

地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律市の率先行動

策定義務

(地方公共団体実行計画(事務事業編))

仙台市地球温暖化対策推進計画
(地方公共団体実行計画(区域施策編))

計画の位置づけ

「杜の都環境
プラン」に基
づき「市の率
先行動の推
進」を図る
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「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく「地
方公共団体実行計画(事務事業編)」として位置づけ



■全庁共通目標

■独自目標

・各部署ごとに、業務に関連した目標を設定

目 標 環境負荷低減を図るため、2種類の目標を設定

１．「仙台市環境行動計画」について

（例：超勤時間の縮減、公共工事おける再生資材の利用、

公共交通の利用促進、市民啓発講座の開催実績等）
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※本市が率先して取り組む姿勢を明確にするため、「杜の都環境
プラン」等に掲げる市域全体の目標を上回る目標値を設定

・「二酸化炭素排出量」及び「一般廃棄物排出量」



2．目標達成に向けた主な取り組み等について

（１）二酸化炭素排出量削減に向けた主な取り組み

国の目標（政府実行計画では令和12年度までに50％削減）を上回る高い目標！
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令和12年度において平成25年度比で55％以上削減
目標

※削減イメージ
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２．目標達成に向けた主な取り組み等について

二酸化炭素排出量の状況

• 令和5年度は前年度比で減少してい
るが、目標達成に向けてはまだまだ
二酸化酸素削減に向けた取り組みが
必要である。

引き続き省エネの徹
底をお願いします！

R5実績
H25比▲14.7%

目標
▲55%以上

t-CO2



• 新築・改築建築物については、ZEB※ Ready相当以上を目指し、施
設の用途や規模に応じた、より高い環境水準の建築物を検討する。

• 令和12年度までに設置可能な建築物（敷地を
含む）の50%以上に、太陽光発電設備を設置す
ることを目指す。

二酸化炭素排出量削減に向けた主な取り組み（ハード面）

２．目標達成に向けた主な取り組み等について

〇市有建築物の脱炭素化

〇太陽光発電設備の導入

指定避難所の太陽光発電パネル▶

※ ZEB（ネット・ゼロ・エネルギービルディング）
省エネや再エネの導⼊等により、年間の⼀次エネルギー消費量の収⽀をゼロとす

ることを目指した建築物。
国は、４段階の区分を設けており、ZEB Readyは、再エネでエネルギー消費量を

50%以下に削減するものと定義している。

7



• 令和12年度までに市有施設のLED照明の割
合100%を目指す。

• 「仙台市電動車等導入方針」(令和4年8月改定)
に基づき、電気自動車等の積極的な導入を推進
する。

照明のLED化
（金剛沢児童館 遊戯室）

2．目標達成に向けた主な取り組み等について

〇市有施設の照明のLED化

〇公用車における取り組み

公用車への電気自動車導入例
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• 令和12年度までに、本市事務事業で使用する
電力の40％を再生可能エネルギー電力とする
ことを目指す。

〇再生可能エネルギー電力の導入

二酸化炭素排出量削減に向けた主な取り組み（ハード面）



• 過度な冷暖房の抑制

• 昼休みの消灯やパソコンの省エネ設定等、省エネ・
節電行動を徹底

• 業務の効率化・デジタル化を推進

二酸化炭素排出量削減に向けた主な取り組み（ソフト面）

2．目標達成に向けた主な取り組み等について

〇環境行動の徹底

〇「温室効果ガス削減アクションプログラム」
を通じた取り組みの推進

窓に気泡緩衝材を貼って
断熱した例

• 本制度への参加が義務となっている施設等において
は、制度を通じて温室効果ガス排出削減に向けた取
り組みを効果的に推進する

• その他の施設についても、 特性や用途等を考慮しな
がら率先して制度に参加し、取り組みを進める ロゴマーク
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行動計画「別表 環境行
動」重点取組を参照！



2．目標達成に向けた主な取り組み等について

※一般廃棄物排出量の削減目標イメージ

令和12年度において令和元年度比で16％以上削減
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目標

（2）一般廃棄物排出量削減に向けた主な取り組み
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2．目標達成に向けた主な取り組み等について

一般廃棄物排出量の状況

• 一般廃棄物排出量は、近年増加傾向
にある。

• 令和12年度の目標及び令和7年度の中
間評価に向け、より一層のごみの削減に
向けた取り組みが必要である。

今一度、排出・分別ルールの
確認と徹底をお願いします！
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〇ごみ分別チェックシートを活用した点検

一般廃棄物排出量削減に向けた主な取り組み

2．目標達成に向けた主な取り組み等について

• ごみ分別チェックシートを活用し、
各フロア等におけるごみの分別状
況について点検を実施

• 結果を共有し、改善につなげる

〇ごみの減量・リサイクル推進に向けた管理強化

• 排出量が多い主要施設等については、年度ごとの実績集計に
加え、年央にも実績集計を行い、削減に向けた効果的な対策
を実施

ごみ分別チェックシート

課等 氏名

菓子箱や封筒、割りばしの袋などリサイク

ル可能な紙類が混入していないか
△

弁当ガラ・カップ麺の容器・菓子袋などの

プラスチック類が混入していないか
△

茶がらなど生ごみは水切りしているか 〇

汚れがひどくないか △

プラスチック類以外のものが混入していな

いか
○

汚れがひどくないか ○

キャップ、ラベルがついていないか ○

ペットボトルがつぶされているか ×

割りばし 汚れがひどくないか ○

確認者
チェック項目 結果 ×・△の理由等

環境企画課
○○ ○○

△△ △△

・可燃ごみに付箋（雑が

み）、ヨーグルトのプラ容

器が混入していた

・弁当容器が汚れたまま

プラに入れられていた

プラ

缶・びん・

ペットボトル

可燃ごみ

分類
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デスクネッツキャビネット
（環境局＞環境企画課＞ごみ分
別チェックシート等）参照
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2．目標達成に向けた主な取り組み等について

一般廃棄物排出量削減に向けた主な取り組み

〇各職場・給湯室でのごみの出し方の工夫

▲給湯室手前側にプラや缶・び
ん・ペットボトルのボックスを、
奥に可燃ごみのコンテナを置く
ことで、分別をしてから可燃ご
みを捨てる環境を作っている。

▲年1回の不用品回収に出す
ため、容器包装以外のプラ
スチック・金属類も、分別
している。

▲可燃ごみやプラごみ等、
種類ごとに正しい捨て方等
を記載し、適切に分別でき
るように工夫している。



レジ袋はプラへ分別
※マイバッグを持参や
手での持ち帰りを心が
ける

プラスチックの回収箱へ 雑がみとして古紙回収へ

付箋やメモ用紙、割り
ばしの紙袋、小さな菓
子箱の雑がみは使用済
の封筒等にまとめる

汚れたプラ製の弁当
容器等は軽くすすい
でプラへ分別
※油汚れ等全てきれい
に落とす必要はない

現在用品会計で購入
しているコピー用紙
の包装紙は雑がみと
してリサイクル可能

プラマークの表示があるもの

はプラに分別（※カップ麺
の容器等はプラ製とそうで
ないものがあるので注意）

＜不適切なごみ分別の例＞

適切な分別方法をご
確認ください！

2．目標達成に向けた主な取り組み等について
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3．グリーン購入の推進について

品質・価格 +「環境」＝グリーン購入

• 本市では上記「特定調達品目」について、原則としてグリーン購入
法適合商品等を調達することとしている。
※例年3月に、翌年度の対象品目等について周知

■対 象

• 購入の必要性を十分考慮し、品質や価格だけでなく環境のことを
考え、環境負荷が小さい物品やサービスを環境負荷の低減に努め
る事業者から優先して購入すること。

• 対象品目は毎年見直しが図られ、令和6年度は「22分野、288品
目」がグリーン購入法の「特定調達品目」に定められている。

■市の取り組み

理由書▶

グリーン購入物品の調達が困難な場合には、
「グリーン購入を実施できない理由書」の
提出が必要です。

※デスクネッツキャビネット（環境局＞環境企画課＞グリーン購⼊関係）参照
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〇なぜ環境にやさしいのか
地球温暖化の原因の1つである二酸化炭素はクルマから多く
排出されている

4．公共交通利用の推進について

業務上の打ち合わせや会議、また業務時間外の移動において、
公共交通を利用することには様々なメリットがある

〇 安全性が高い 〇 渋滞の緩和
〇 環境にやさしい 〇 維持費がかからない
〇 健康に良い 〇 定時性がある 等々
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公共交通のメリット

クルマの利用を減らすことが二酸化炭素の削減につながる

★クルマ移動が必要な場合は、環境負荷の少ないエコカーの利用がおすすめです★

check！

公共交通の利用促
進については都市
整備局 公共交通推
進課において様々
な情報を発信して

います

例えば…



4．公共交通利用の推進について
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仙台市の特徴について

◀全体に占める運輸部門
の割合が、全国は17％
であるのに対し、仙台市
は25％と、仙台市は全
国と比較して運輸部門
の割合が大きい。

■温室効果ガス排出量の構成比（全国と仙台市の比較 2022 年度）

■運輸部門における温室効果ガ
ス排出量の内訳（2022 年度）

■自動車における温室効果ガス
排出量の内訳（2022 年度）

◀運輸部門のうち、自動
車の割合が87％、その
うち乗用車は41％と、
運輸部門の中でも乗用車
（クルマ）における割合
が最も大きい。

全国

仙台市

仙台市

仙台市



4．公共交通の利用促進について

公共交通を上手に利用すれば効果的な温暖化対策となります！
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※1：日本モビリティマネジメント会議HP ※2：国土交通省HP（R3）

車を少し控え
ただけで効率
的にCO₂を削
減できる！

クルマの利用が環境に与える影響について

■1世帯が1年間で削減できるCO₂ ※1 ■1人を1ｋｍ運ぶのに排出されるCO₂ ※2



4．公共交通利用の推進について

仙台市では、鉄道やバスなどの公共交通利用者の増加を目指すため,「せ
んだいスマート」をキャッチフレーズに公共交通利用促進の様々なソフ
ト施策を推進しています。

鉄道、バス、自転車、徒歩などの移動手段を
上手に使い分け、賢く利用して、環境面や健
康面で生活そのものをスマートなものに!!
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せんだいスマートとは

◀ロゴマーク



市が率先して環境負荷低減を図るため、

各職場のみならず普段の生活から、環境

に配慮した積極的な取り組みをお願いい

たします！

ご不明な点は事務局（環境局環境企画課）まで
【問い合わせ先】
担当：企画調整係 武藤

（内線）736-3364 （外線）214-8218

5．おわりに
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